
心臓ＣＴ検査を受けられる方へ

Ⅰ.心臓ＣＴ検査とは

Ⅱ.心臓ＣＴ検査では、お薬を併用して検査を行います。

Ⅲ.造影剤について

Ⅳ.造影剤が使用できない場合等について

ゃ み 、 じ ん ま 疹 、 気 持 ち が 悪 く な る 、 か ゆ み 、 吐 く 等 が 多 く み ら れ ま す 。 きわ

め て ま れ に 、 血 圧 が 下 が っ た り 、 声 が し ゃ が れ た り 、 冷 汗 が で た り 、 息 が 苦し

く な る こ と が あ り ま す 。 も し 副 作 用 が 生 じ た 場 合 は 主 治 医 や 看 護 師 が 適 切 に対

応 し ま す 。 検 査 中 お よ び 検 査 後 に 何 か お か し い と 感 じ た 場 合 は 、 す ぐ に 教 えて

く だ さ い 。 な お 、 造 影 剤 を 注 射 す る と 体 が ポ カ ポ カ す る こ と が あ り ま す が 、こ

れは心配ありません。

造影ＣＴ検査後、数十分から数日して、体がだるく感じたり、頭痛がしたり、

じ ん ま 疹 が で る こ と が あ り ま す 。 こ れ を 遅 発 性 副 作 用 と い い ま す 。 そ の よ うな

場 合 は 検 査 を 依 頼 さ れ た 医 療 機 関 や 当 院 に 電 話 等 で 連 絡 し て 指 示 を 仰 ぐ か 、来

ど い と 評 価 が 難 し く な る こ と も あ り ま す 。 病 状 に 応 じ て 心 臓 カ テ ー テ ル 検 査と

の 使 い 分 け が 必 要 で す の で 、 主 治 医 の 先 生 と ご 相 談 く だ さ い 。

心 臓 の 血 管 （ 冠 動 脈 ） の 形 態 や 動 脈 硬 化 の 程 度 、 心 臓 の 機 能 が 評 価 で き 、 狭

ヨ ー ド 造 影 剤 を 使 用 し ま す の で 造 影 剤 の 副 作 用 、 注 意 点 に つ い て は 他 の 造 影

Ｃ Ｔ と 同 様 で す が 、 心 臓 Ｃ Ｔ で は 、 き れ い な 画 像 を 得 る 目 的 で 撮 影 の 際 に 他の

造影 剤を 注射 した 患 者様 の 3 ～ 5 ％ に 副 作 用 が 発 生 し ま す 。 副 作 用 に は 、 く し

造 影 剤 に は 大 量 の ヨ ー ド が 含 ま れ て い ま す 。 患 者 様 の 体 重 に よ っ て 、 50 ～ 80

ｃ ｃ 程 度 の 造 影 剤 を 腕 の 静 脈 か ら 注 射 し ま す 。 注 射 し た 造 影 剤 は 腎 臓 が 正 常に

働いていれば 6時間ほどで尿と一緒に体から出ていきます。

ＣＴ検査では、勢いよく造影剤を注入するために、血管外に造影剤が漏れるこ

と が あ り ま す 。 こ の 場 合 に は 、 注 射 し た 部 位 が は れ て 、 痛 み を 伴 う 事 も あ りま

す 。 通 常 は 時 間 が た て ば 吸 収 さ れ ま す の で 心 配 あ り ま せ ん が 、 漏 れ た 量 が 非常

心 症 を 始 め と す る 心 臓 病 の 診 断 に 役 立 つ 検 査 で す 。 心 臓 カ テ ー テ ル 検 査 と 比べ

薬 剤 を 使 用 す る こ と が あ り ま す 。 副 作 用 や 持 病 で 使 用 で き な い 患 者 様 に は 薬剤

を使わない撮影をさせて頂きますが、得られる画像の質が低下し、診断が困難と

なることがあります。

る と 短 時 間 か つ 簡 便 で す が 、 不 整 脈 が で た り 血 管 へ の カ ル シ ウ ム の つ き 方 がひ

院されることをお勧めします。

の 報 告 が あ り ま す 。

に多い場合には、別の処置が必要となることもあります。

造 影 剤 に よ る 重 篤 な 副 作 用 の 頻 度 は 2.5 万 人 に 1 人 、 死 亡 例 は 40 万 人 に 1 人 と

りすることがあります。

特 定 の 病 気 や 体 質 で 造 影 剤 に よ り 副 作 用 が 生 じ や す い こ と や 病 気 が 悪 化 し た



Ⅵ.造影ＣＴ検査後のお願い

Ⅶ.その他の薬剤について

細 胞 腫 、 急 性 膵 炎 、 マ ク ロ グ ロ ブ リ ン 血 症 、 テ タ ニ ー 等 の 病 気 の あ る 患 者 様は

病 気 が 悪 化 し た り 、 造 影 剤 の 副 作 用 の 頻 度 が 高 い 傾 向 が あ り ま す 。 ま た 、 妊婦

止できます）。水分の制限はありません。水、お茶、ジュースなどを控える必要

　3.　慎重に造影剤を使用する場合

花 粉 症 、 薬 や 食 物 に ア レ ル ギ ー の あ る 方 、 β 遮 断 薬 や イ ン タ ー ロ イ キ ン 2 を

使 わ れ て い る 方 は 造 影 剤 の 副 作 用 を 起 こ す 頻 度 が 高 い と さ れ て い ま す 。 ビ グア

ナ イ ド 系 糖 尿 病 薬 も 検 査 後 に 副 作 用 を 生 ず る 危 険 が あ り ま す 。 お 心 当 た り のあ

Ⅴ.造影ＣＴ検査前のお願い（注意事項）

造影ＣＴ検査をできるだけ安全に実施するために予約時及び検査直前に問診を

1）ヨード造影剤により副作用を生じたことのある方

2）ヨードに過敏症のある方

・ 午 前 の 検 査 で は 朝 食 を 食 べ な い で 下 さ い 。 午 後 の 検 査 で は 昼 食 を 食 べ な いで

ください。

使用できない（禁忌）患者様以外は通常、使用しています。緑内障や高度の

実施しております。わかる範囲でお答えください（なお、造影検査はいつでも中

3）思い甲状腺機能障害のある方

これらの場合には造影ＣＴ検査を行いません。

　2.　原則として造影剤を使用しない場合

気 管 支 喘 息 、 重 い 心 疾 患 、 重 い 肝 障 害 、 重 い 腎 障 害 、 多 発 性 骨 髄 腫 、 褐 色

で は 造 影 剤 の 胎 児 へ の 安 全 性 は 確 立 さ れ て い ま せ ん 。 こ れ ら の 患 者 様 は 主 治医

と相談の上、造影ＣＴ検査を行うかどうか決めていただくことになります。

る 患 者様 は主 治 医ま でお 申し 出くだ さい。

　1.　造影剤を使用してはならない場合

はありません。

治医や検査担当医、看護師に遠慮なく申し出てください。

1. ニ ト ロ グ リ セ リ ン ： 心 臓 の 血 管 （ 冠 動 脈 ） を 拡 張 さ せ る 薬 剤 で す 。 薬 の

特 に 飲 水 制 限 が な い 方 は 造 影 剤 を 早 く 身 体 か ら 出 す た め に 検 査 後 に お 水 や お

その他、検査後に渡される注意事項をお守りください。また、疑問のある方は主

検査 直前の食事を控えてください。

・腹部ＣＴ検査では造影を行わない場合でも検査直前の食事は食べないでください。

服用中のお薬は医師の指示がない限り、通常通り服用してください。

造影剤は母乳へも移行します。検査後 48 時 間 は授乳を 控えてくださ い。

茶を飲むなどして水分を十分に補給してください。

貧血のある方、勃起不全治療薬を服用されている方、以前にニトログリセリ

ン で 副 作 用 の 出 た 方 で は 使 用 で き ま せ ん の で 、 お 申 し 出 下 さ い 。

2. β 遮 断 薬 ： 脈 拍 を ゆ っ く り に す る 薬 剤 で す 。 脈 拍 が 速 い 患 者 様 で は 使 用

させていただくことがあります。以前に副作用の出た方や気管支喘息、重篤



Ⅷ.その他

磐田市立総合病院　放射線診断科
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な心障害、未治療の褐色細胞腫、血管がけいれんするタイプの狭心症（冠攣

縮性狭心症）、低血圧のある方、偏頭痛治療薬（マクサルト）を服用中の方

すの で、なるべく御遠慮ください。

※心臓ＣＴ検査について何か疑問な点ありましたら、検査担当者又は下記の連絡

先へお尋ねください。

に は 使 用 で き な い の で お 申 し 出 く だ さ い 。

検 査 後 に お 渡 し す る 注 意 事 項 を お 守 り く だ さ い 。 ま た 、 検 査 に 疑 問 、 質 問 の

あ る 患 者 様 は 、 主 治 医 や 看 護 師 に 遠 慮 な く お 申 し 出 く だ さ い 。

※ 予 約 の 変 更 は 3 日 位 前 迄 に お 願 い し ま す 。 そ れ 以 降 は 業 務 に 支 障 を 来 た し ま


